
平成２４年度市民ワークショップ 検討結果

(４)第３回市民ワークショップ
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第３回 市民ワークショップ
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○各グループにおける検討結果（午後の部）
第１班 50
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各グループにおける検討結果（午前の部）

＜第１班の皆さん＞ ＜第２班の皆さん＞ ＜第３班の皆さん＞

小澤（奈）さん 家田さん 櫨田さん

勝田さん 市川さん 大沼さん

貴田さん 伊東さん 小澤（良）さん

佐々木さん 榎本さん 古口さん

中村さん 江原さん 小林（公）さん

芳賀さん 寺下さん 佐川さん

早坂さん 中森さん 澤井さん

廣川さん 福島さん 沢本さん

山崎さん 細田さん 髙橋さん

吉田さん 宮本さん 髙見さん

矢吹さん 辻 さん

根本さん
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【目 標】 【目標を実現するための手段】

＜10年後、20年後を見据え、さいたま市において最も重視すべきこと＞

・安全・安心な子育て環境
・駅前、駅ナカへの保育園の設置
･安全・安心なまちづくり
・心身ともに豊かに暮らせる社会
･世代間の活発なコミュニティ
･防災・防犯に係る整備
・地域コミュニティの再構築

午前 第１班

・見沼田圃等のブランド化
・特徴ある、本市の顔となる企業の誘致
・雇用の拡大
・若年層へのＰＲ
・活気のある明るいまち
・緑と安全性を備えた公園の整備
・家庭及び学校における質の高い教育による人材育成

経済の活性化など生活面での共生コミュニティの構築

・安定した財政 ・自治体エンタープライズアーキテクチャー（※）

成熟社会に行政の構造を合わせていく行
政

※従来は紙や口頭で行っていた業務を含め、地方自治体における行政改革の視点を取り入れ、仕事のやり方自体の
見直しはもちろん、どこまでの業務を情報システムでカバーするか、住民の視点に立ったワンストップサービスをどう実
現するかといったことも勘案して業務･システムの一体的な改革を目指すもの。（出典：総務省ホームページ）

46



＜10年後、20年後を見据え、さいたま市において最も重視すべきこと＞

・ 安心な道路網の形成
・ 都市計画道路の整備
・ 住民の要望に沿った交通利便性
（鉄道のダイヤ、バスの路線や本数等）

・ 劣化する地域コミュニティの再生
・ 年齢に関係なく、皆が楽しめ、興味が持てる
コミュニティの場づくり

・ 地域コミュニティの育成と発展
（多目的ホールの増加）

・ 困っている人や助けや支援を必要としている
人に手が届くまちづくり

・ 計画的な都市化
・ 魅力ある店や遊べる場づくり
（若い人を惹きつける方策）

・ 住んでいる地域・人への関心度向上

利便性の向上、歩行者（年寄り・
若者）及び自動車・自転車の共生

交通

新しい住民の取り込み・交流促進

地域コミュニティ

計画的な都市づくり

都市づくり

情報発信方法の改善
情報

・ 市からの情報を商業施設等から発信するなど、伝わりや
すい情報提供手段
・ 交流したい人同士が情報交換できる仕組みづくり
・ 市の情報が必要な人に分かりやすく、素早く伝わる工夫

午前 第２班

・ 新たな旗振り役の創出

・ 人材育成に対する市民及び行政の意識改革

・ 官民一体でのリーダー育成

リーダーの育成
人材育成
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＜10年後、20年後を見据え、さいたま市において最も重視すべきこと＞

●NPO等の活用
●高齢者の活用

⇒ 現役時代に東京勤務で培った技術・知恵を地域に還元

・高齢者の技術や知恵の活用（パトロールなどの地域の安全確保、

学童支援等の子育て支援、産業振興等）

・高齢者の活用法とコーディネートする組織の充実

新たな担い手の活用【実施方針】
ハードは、既存を効果的に活用
◆ハードよりソフトを重視
◆人のつながりを活かした取組み
◆さまざまな仕組みづくり

午前 第３班

・安心安全な生活を守るまちづくり：地域ぐる
みのパトロール（高齢者の活用）

・子ども、若者、高齢者など皆が安心して暮ら
せるまちづくり
・一人暮らしにやさしいまちづくり
・空き家対策の充実：空き家の活用
（デイサービス、学童保育など）

・結婚支援：結婚に至るまでの機会の提供

・子育て支援：産婦人科の増設、出産祝い金の導
入、産後のお手伝い支援、学童保育の充実等

安心安全の確保生活 連続した支援
将来の担い手育

成

・企業誘致
・大宮駅周辺の観光利用
・太陽光発電（土地の有効活用）

・農業振興：見沼の休耕田を利用したブランド米
づくり

産業振興による地域活性化
（女性の活躍、就業者アップ、
高齢者パワーの活用）

産業

・広い道路（車・自転車・歩道の分離）
・コミュニティバスの充実（便数・料金）

市内の東西交通の円滑化交通

・考える、話し合う、実行する（市民と行政の協力）
・若い人が意見を出しやすい仕組みづくり

（若い人は自分の意見が固まりきれていないため、
いきなりワークショップ等には参加しにくい。まずは、
インターネットで自分の意見を出せるようにする等、
参加しやすい状況づくり）

・子育ての人も参加しやすいように託児サービスの
提供
・多くの意見を集めるためのＩＣＴ活用

市民の知恵を活かす、
市民が参加しやすい
仕組みづくり

協働

・行政情報のＰＲ ・地域格差の縮小（旧市政の違いを是正） ・さまざまな仕組みをつくる等のコーディネートを担う

コーディネーター機能の向上行政
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＜第１班の皆さん＞ ＜第２班の皆さん＞ ＜第３班の皆さん＞

上田さん 赤保さん 加賀谷さん

加藤さん 小 林（二）さん 清家さん

門脇さん 小 林（玲）さん 徳山さん

新藤さん 佐藤さん 本郷さん

田中さん 清水さん 丸中さん

千綿さん 須賀さん 守屋さん

野田さん 鈴木さん 吉川さん

檜垣さん 中川さん 渡邉さん

平岡さん 中鶴さん

星野さん 二敷さん

山本さん 萬年さん

各グループにおける検討結果（午後の部）
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【手段】

【目的】 共生するまち： 「自然」、「高齢者、若者」、「市民、企業、行政」

＜10年後、20年後を見据え、さいたま市において最も重視すべきこと＞

・段差のないまちづくり
・道路の拡幅やバリアフリー化（歩道の整備）
・駅のエスカレーター設置（中浦和駅など）
・高齢化時代の老人の守る方法の推進
（バリアフリー化、ＩＣＴ基盤の活用）

・地域交流の活性化
・人・情報のネットワークづくり
・安心して暮らせるまち（教育、介護、子育て）

・出産・子育てしやすい環境づくり（保育園・学童保育の充実、病児保育
の不足解消）
・子育てしながら働ける環境づくり
・介護施設の運営、内容、実態の把握
・各世代が参加する地域づくり、参加を募る情報発信

・緑を大切にしたまちづくり
・自然を活かしたまちづくり

自然

・草案を実現に向けて実行していく
・住民力を活かして住みたいまちをつくる

午後 第１班

ユニバーサルデザインシティ・バリアフリー

・大宮駅東口の再開発事業の推進
・雇用の創出
・魅力あるまちづくり（産業、雇用、子育て、高齢者へのサポート）

産業

・アピール力の強化（自信をもつ）
・情報公開（やさしい伝達）

実行力 情報

地域コミュニティ
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誰でも参加できる場をつくる

・教育の見直し（教育で未来は変わる）
・リーダーの育成
・地域の強みを地域で学ぶ
・自然や歴史などがなぜ大事なのかを
教え、学ぶ

＜10年後、20年後を見据え、さいたま市において最も重視すべきこと＞

午後 第２班

○コンセプト

○方向性

・イベント・祭りの実施

・市内の若い世代との各地区ごとのイベントづくり

・高齢者の参加しやすい環境づくり（高齢者が子育
て支援をする等）

・自然（せせらぎ）を再生し交流の場の形成（大人も
子供も集う）

人づくり

交 流

・各地区と商業地域を結ぶ新たな
交通システムの構築
・コミュニティバスの充実

交 通教 育

・情報の交流による行政と市民の関係
向上

情 報

・人材情報のデータベースを作り、豊富
な人材を有効活用

人材情報

・節減するインセンティブが出るような予算
システムへの改善
（節約した分を必要な分野に投下できる）

財 政

・他地域に関心をもち、市としての統一
性をもつ

他地域への関心

個々の自立化

絆の重視

市全体を考える

環境整備

交通、自然、公園、安心、安全

○具体策

・農地の保全・活用を図り、耕作放棄地
対策に取り組む

農 地

８
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・商業効果の得られる活動を通じたPR
（例 サッカー以外の有料イベントの開催）
・他県から転居者の誘致につながるPR
（ さいたま市発祥の創出、教育の充実等）

＜10年後、20年後を見据え、さいたま市において最も重視すべきこと＞

午後 第３班

○目標

○手段

・市民が相談しやすい環境づくり

・HP等の更なる改善

・地域や学校で学ぶ機会の提供

< 可能であれば望むこと >

・ブランド化
・アイデンティティの醸成

・シルバー世代の有効活用

・人材の登録制（やりたい人、やってほし
い人）

・住み心地のよいまちづくり

・安全なまちづくり（災害時施設を兼備し
た公園または広場）
・自然と文化の残っているまち

地域を誇れる街

地域への誇り

意欲あるボランティアを有効活用

人材活用

住んでよかった街づくり

まちづくり

情報の共有化・有効活用 更なるPR活動 地域の歴史を学ぶ

PR情報 地域学

・農業の活性化
・高齢者の活躍の場の創出
・地産地消の推進

・交通網の整備（利便性の向上）

・安全な道路環境

交通の充実 道の駅の整備拠点整備交通
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